
猪
又
労
災
裁
判
は
、
大
田
労
基
署
の
不
支
給

決
定
処
分
の
取
り
消
し
を
求
め
る
行
政
訴
訟
で

す
。
２
０
１
１
年
８
月
４
日
、
東
京
地
方
裁
判

所
に
提
訴
、
今
年
１
０
月
８
日
に
結
審
し
、
来

年
１
月
２
１
日
に
判
決
と
な
り
ま
す
。

時
間
外
労
働
時
間
数
の
み
で
判
断
す
る
傾
向

に
あ
る
労
災
認
定
を
改
め
さ
せ
、
深
夜
勤
務
者

の
労
働
環
境
、
労
働
密
度
、
労
働
の
質
、
精
神

的
緊
張
等
か
ら
く
る
疲
労
の
蓄
積
に
よ
り
お
こ

る
健
康
障
害
を
総
合
的
な
検
証
で
判
断
さ
せ
る

こ
と
で
す
。

猪
又
隆
厚
さ
ん
の
死
亡
を
業
務
上
災
害
で
あ

る
と
認
定
さ
せ
、
遺
族
補
償
の
支
給
に
よ
り
、

大
黒
柱
を
失
っ
た
ご
遺
族
の
今
後
の
生
活
の
経

済
的
な
支
え
の
一
助
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

同
時
に
夜
勤
を
含
む
交
代
制
勤
務
者
の
過
労

死
の
防
止
に
繋
げ
て
い
く
た
め
に
も
本
件
を
労

災
と
認
定
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

猪
又
隆
厚(

た
か
ひ
ろ
）
さ
ん
は
、
ス
カ

イ
マ
ー
ク
（
株
）
の
ラ
イ
ン
整
備
士
で
、
航

空
機
の
安
全
を
保
障
す
る
確
認
主
任
者
と
し

て
働
い
て
い
ま
し
た
。

２
０
０
８
年
６
月
２
８
日
羽
田
空
港
へ
出

勤
途
中
、
く
も
膜
下
出
血
を
発
症
し
病
院
に

救
急
搬
送
さ
れ
ま
し
た
が
、
回
復
す
る
こ
と

な
く
亡
く
な
り
ま
し
た
。
５
３
歳
で
し
た
。
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夜
勤
は
、
良
質
な
睡
眠
が
奪
わ
れ
、
心
身

に
多
大
な
負
荷
を
か
け
、
血
管
の
修
復
機
会

を
奪
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
航
空
整
備
士
は
、

多
く
の
人
命
に
か
か
わ
る
重
要
業
務
の
た
め

強
い
精
神
的
緊
張
を
強
い
ら
れ
ま
す
。
当
時

の
ス
カ
イ
マ
ー
ク
は
、
整
備
士
の
資
格
者
不

足
が
深
刻
で
夜
間
駐
機
数
に
対
し
極
め
て
少

な
い
確
認
主
任
者
の
配
置
で
し
た
。
一
般
作

業
者
も
経
験
の
浅
い
人
が
ほ
と
ん
ど
で
、
確

認
主
任
者
で
あ
っ
た
猪
又
さ
ん
は
、
あ
り
余

る
作
業
量
を
必
死
に
こ
な
し
て
い
ま
し
た
。

過
労
死
認
定
で
残
業
時
間
を
問
題
に
す
る

の
な
ら
、
ま
と
も
な
睡
眠
も
取
れ
ず
疲
労
を

蓄
積
す
る
夜
勤
労
働
者
に
も
考
慮
が
必
要
で

す
。
猪
又
さ
ん
の
業
務
内
容
は
、
「
脳
・
心

臓
疾
患
の
労
災
認
定
基
準
」
の
負
荷
要
因
が

す
べ
て
あ
て
は
ま
り
ま
す
。

長
時
間
夜
勤
の
規
制
、
仮
眠
制
度
確
立
な

ど
労
働
条
件
の
改
善
は
急
務
で
す
。
第
二
の

猪
又
さ
ん
を
出
さ
な
い
た
め
に
も
労
災
認
定

の
判
断
を
東
京
地
裁
に
強
く
求
め
る
も
の
で

す
。

東
京
地
裁
は

第
二
の
猪
又
さ
ん
を

出
さ
な
い
判
断
を
！


